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　 3月20日、ＮＰＯ法人厚岸ネット（これからの町を語る会）
が主催する『あっけし牡蠣博士認定試験』が、生活改善センタ
ーで開催され、町内をはじめ道内外から59人が受験しました。
　この試験は、厚岸特産の牡蠣の知識や町の魅力を再発見す
るとともに、観光振興を目指して実施されている試験です。
　試験前日の19日には、厚岸の産業や文化等を学ぶスタディ
ツアー、試験終了後には牡蠣を食べる会も開催され、参加者
は厚岸を満喫していました。

きながらバランスボールで運動
産後セルフケア講座抱

　 3月 4日、保健福祉総合センターにおいて、『マタニティ
・母のための心と身体のセルフケア講座』が行われました。
　産後女性の心身の回復等を正しく学ぶ機会として、妊婦と
産後の女性を対象に開催され、12人が参加。講座では、バラ
ンスボールを使った有酸素運動や家庭での会話力を高める技
術、自分でできる肩こり解消法などを学習しました。
　有酸素運動では、赤ちゃんを抱きながら運動することもで
き、赤ちゃんが寝てしまう場面もありました。

　 3月 8日、厚岸の地場産品を使った料理を学び、食への意
識を深める『ホームクッキングリーダー養成講座』が保健福祉
総合センターで行われました。
　この日は、纒鮨店主の鳥谷部聡さんが講師となり、厚岸の
牡蠣を使った『かきと蕪の春あんかけ』作りに挑戦。参加者は、
普段だと家庭で行わない、新たな調理法を学んでいました。
　この回を含めた 2回の料理実習と食品衛生講習の修了者は
ホームクッキングリーダーとして登録されます。

ホームクッキングリーダー養成講座新

キのことなら任せて！
あっけし牡蠣博士認定試験カ

日本大震災を教訓に私たちにできること
東日本大震災パネル展東

たな調理法に挑戦

　 3月 1日から25日まで、役場町民ホールにおいて、東日本
大震災パネル展が開催されました。
　『東日本大震災を教訓に私たちは何ができますか』をテーマ
に、震災当時の東北地方や厚岸町内の様子を写真で紹介。地
震や津波の仕組み、各避難場所に備蓄している段ボールベッ
ドや簡易トイレなどを展示し、いつ発生するかわからない大
地震や大津波に対する備え、災害時の心構えなど、防災意識
を高めました。

かぶ

18ズームアップ

　 2月25日、保健福祉総合センターにおいて、『離乳食の基
本』をテーマに子育て講座が開催され、12人が参加しました。
　生後 6カ月までの離乳食と 7カ月以上の離乳食を作る 2グ
ループに分かれて、離乳食づくりを体験。 6カ月のグループ
ではすり鉢を使用して食材をすりつぶし、 7カ月のグループ
では包丁を使用して食材を細かく刻んで離乳食を作りました。
　食べさせるときは、片栗粉を溶かしてとろみを付けてあげ
ると食べやすくなるなど、保健師から助言を受けていました。

乳食づくりを体験

　 3月 1日に厚岸翔洋高等学校で、15日
と18日に町内の小学校と中学校で卒業式
が行われ、244人の卒業生が慣れ親しん
だ校舎を後にしました。
　厚岸翔洋高等学校では57人の卒業生が
思い出と希望を胸に巣立ち、 4校の中学
校では90人が義務教育の過程を修了し、
5校となった小学校では97人が学び遊ん
だ校舎を後にしました。
　真龍小学校では、62人の卒業生が保護
者や在校生、先生などお世話になった皆
さんへ感謝の言葉を送るとともに、 6年
間学んだ校舎にも、卒業生全員で感謝の
言葉を送っていました。

子育て講座離

年間の活動を振り返りました
生きがい大学修了式1

　 3月 3日、社会福祉センターにおいて、平成27年度の『厚
岸町生きがい大学修了式』が行われました。生きがい大学の
学生は、町内に住むおおむね65歳以上の皆さん。
　この日は、年間学習日程の全てに出席した 3人に皆勤賞が、
80％以上出席した 7人に精勤賞が授与されました。
　平成27年度は、警察署員から特殊詐欺防止について学習し
たほか、介護保険やマイナンバー制度も学習。厚岸小学校・
真龍小学校の 3年生との交流学習会なども行いました。

い出を胸に旅立つ卒業式
卒業式思
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イベントや活動など、まちのニュースをお届けします
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